
 

 

第５学年 算数科学習指導案 
児 童  

指導者   

 

１ 単元名 面積の求め方を考えよう［四角形と三角形の面積］（東京書籍 ５年下 ｐ.44～ｐ.63 ） 

 

２ 単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

（１）三角形，平行四辺形，ひし形，台形などの面積の求め方を理解し，公式を用いて面積を求めるこ

とができる。                            【知識及び技能】 

（２）三角形，平行四辺形，ひし形，台形などの構成要素や性質に着目し，既習の面積の求め方を基に

して，図や式を用いて面積の求め方を考え，表現している。 

【思考力，判断力，表現力等】 

（３）三角形，平行四辺形，ひし形，台形などの面積を，図や式などの数学的表現を用いて考えた過程

を振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気

付き学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

本単元で育てたい 

資質・能力 

・三角形，平行四辺形，ひし形，台形などの面積について，図形の構成要素に着目

し，既習の面積の求め方に帰着して考え，新しい公式を作り出し，それらを用い

て計算で求めることができる力 

・図や式などの数学的表現を用いて面積の求め方を粘り強く考え，公式にまで高め

ようとする態度 

学習指導要領の 

位置付け 

知識及び技能 Ｂ（３）ア（ア） 

思考力，判断力，表現力等 Ｂ（３）イ（ア） 

【教材について】 

・既習の求積方法に帰着させて基本図形の面積

を求めるにとどまらず，簡潔かつ的確な表現

に高め，公式として導き，それを用いて色々

な図形についても求積する。 

・既習の図形へ帰着させる過程と公式が導き出

される過程とのつながりを，筋道立てて考え

たり表現したりすることで，公式を活用する

力を育成する。 

 

【児童について】 

・第４学年「面積のはかり方と表し方」で長方

形と正方形の求積方法について学習してい

る。 

【指導にあたって】 

・求積において等積変形したり倍積変形したりすることで，既習の公式を活用して求積できること

に気付き，処理できるように指導する。 

・児童が課題解決をする際には，既習の求積可能な図形の求積方法と結び付けて考えるよう促す。 

・小集団の対話的活動においては，「どの図形に，どのように帰着(変形・分割等)させたか」を説明

できるようにし，それを基に立式させることで，集団解決の場面で公式へ一般化させるようにす

る。 

・説明する際には，算数的な用語を使い，自分の求積方法について説明しようという態度を養うた

めに壁面掲示を工夫する。 

・説明に支援が必要な児童が考えられることから，まずは同質の考えのペアでの対話，次にそのペ

アごとに異質の考えの小集団での対話というような過程を踏んでの対話的活動を行う。 



 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①必要な部分の長さを用いること

で三角形，平行四辺形，ひし

形，台形の面積は計算によって

求めることができることを理解

している。 

②三角形，平行四辺形，ひし形，

台形の面積を，公式を用いて求

めることができる。 

①三角形，平行四辺形，ひし

形，台形の面積の求め方を，

求積可能な図形の面積の求め

方を基に考えている。 

②見いだした求積方法や式表現

を振り返り，簡潔かつ的確な

表現を見いだしている。 

①求積可能な図形に帰着させて

考えると面積を求めることが

できるというよさに気付き，

三角形，平行四辺形，ひし

形，台形の面積を求めようと

している。 

②見いだした求積方法や式表現

を振り返り，簡潔かつ的確な

表現に高めようとしている。 

 

５ 単元指導計画（13時間） 

時 ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法等 

「・」…指導に生かす評価 

「◯」…記録に残す評価 

知 思 態 

１ 

平行四辺形の性質に着目

し，面積の求め方を考える

ことができる。 

①平行四辺形の構成要素に着目

し，既習の図形に帰着して平行

四辺形の面積の求め方を考え

る。 

 

・思① 

ノート分析 

行動観察 

・態①② 

行動観察 

 

２ 

平行四辺形の性質に着目

し，面積を求める公式を考

え，説明することができる。 

①等積変形した長方形と平行四辺

形の構成要素に着目し，平行四

辺形の面積を求める公式を考え

る。 

・知② 

ノート分析 

行動観察 

・思② 

ノート分析 

行動観察 

 

３ 

平行四辺形の高さに着目

し，外にある場合と内にあ

る場合を高さとして統合的

にとらえる。 

どんな形の平行四辺形で

も，底辺の長さと高さが等

しければ，面積は等しくな

ることを理解する。 

①平行四辺形の高さに着目し，高

さが平行四辺形の外にある場合

と内にある場合を統合的にとら

える。 
・知① 

ノート分析 

行動観察 

・思① 

ノート分析 

行動観察 

 

４
本
時 

三角形の性質に着目し，

面積の求め方を考えること

ができる。 

①三角形の構成要素に着目し，既

習の図形に帰着して三角形の面

積の求め方を考える。 

 

〇思① 

ノート分析 

行動観察 

・態①② 

行動観察 

 

５ 

三角形の性質に着目し，

面積を求める公式を考え，

説明することができる。 

①倍積変形した平行四辺形と三角

形の構成要素に着目し，三角形

の面積を求める公式を考える。 

〇知② 

ノート分析 

行動観察 

・思② 

ノート分析 

行動観察 

・態①② 

行動観察 
 

６ 

三角形の高さに着目し，

外にある場合と内にある場

合を高さとして統合的に捉

える。 

どんな形の三角形でも，

底辺の長さと高さが等しけ

れば，面積は等しくなるこ

とを理解する。 

①三角形の高さに着目し，高さが

外にある場合と内にある場合を

統合的にとらえる。 
・知① 

ノート分析 

行動観察 

 

７ 

台形の性質に着目し，面

積の求め方を考えることが

できる。 

①台形の構成要素に着目し，既習

の図形に帰着して台形の面積の

求め方を考える。 
 

〇思① 

ノート分析 

行動観察 

〇態① 

行動観察 

 

８ 

台形の性質に着目し，面

積を求める公式を考え，説

明することができる。 

①倍積変形した平行四辺形と台形

の構成要素に着目し，台形の面

積を求める公式を考える。 

・知② 

ノート分析 

行動観察 

〇思② 

ノート分析 

行動観察 

〇態② 

行動観察 

 



 

９ 

ひし形の性質に着目し，

面積を求める公式を考え，

説明することができる。 

①ひし形の構成要素に着目し，既

習の図形に帰着してひし形の面

積を求めることができる。 
 

〇思①② 

ノート分析 

行動観察 

・態①② 

行動観察 
 

10 

①たこ形の性質に着目し，たこ形

の求積方法をひし形の求積公式

を活用して考え，説明する。 

11 

三角形の底辺の長さを一

定にして，高さを変えた

時，面積は高さに比例する

ことを理解する。 

①三角形の底辺の長さを一定にし

て，高さを変化させたときの高

さと面積の関係を調べ，比例関

係を見いだす。 

〇知①② 

ノート分析 

行動観察 
 

  

12 

学習内容の定着を確認す

るとともに，数学的な見

方・考え方を振り返り価値

付ける。 

①学習内容の習熟・定着のため，

「たしかめよう」に取り組む。 

②数学的な見方・考え方の振り返

り，「つないでいこう 算数の

目」に取り組む。 

〇知①② 

ノート分析 
  

13 
学習の定着を確認する。 ①評価問題に取り組む。 〇知①② 

ペーパーテスト 

〇思①② 

ペーパーテスト 
 

 

６ 本時の指導（４／13） 

（１） 具体の目標  

三角形を構成する要素に着目し，既習の平行四辺形や長方形の図形に帰着させながら，倍積変

形や等積変形して方眼紙にかかれた三角形を活用し，図をかき加えたり分割して移動したりする

活動を通して，三角形の面積の求め方を考えている。 

（２） 研究との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． 

【教師の意図的な関わり】 

・焦点化するための発問 

→「面積を求めるためにどん

なことをしましたか。」 

（話型のプリントを使用） 

・比較を促す発問 

→「この考えの似ていると

ころはどこですか。」 

・適用問題に取り組む。 

・学習の振り返りを行う。 

【対話の意図】 

・1 回目に同質のペア，2 回目に異質の小グ

ループで行う。（形態） 

・1 回目は答えと解法の確認，2 回目は解法

の中の共通点を見付ける。（内容） 

【自力解決での児童の思考】 

・合同な三角形をもう一つ加えて平行四辺形に

し２で割る。 

・分割して合同な三角形を加え，面積を２倍にし

て長方形に変形し，２で割る。 

・半分の高さで平行に切って移動させ既習の平

行四辺形に変形する。 

・辺ＢＣを半分の３cm に切って移動させ，既習

の図形に変形する。 

 

【対話後の児童の思考】 

・既習の求積できる図形に形を変えている。 

・どの方法も底辺と高さをかけ，２でわってい

る。 

 



 

（３）展開 

段階 学習活動 指導上の留意点（◇評価） 

導  

入 

８  

分 

１ 問題を把握する。 

  

 

 

２ 課題を設定する。 

 

 

 

３ 見通しをもつ。 

・三角形の構成要素について確認する。 

・既習の図形に変形して面積を求めるこ

とを確認する。 

・前時までは平行四辺形の面積の求め方について

学習してきたことを想起する。 

 

 

 

 

 

・平行四辺形のときと同じように，既習の図形に

変形するという解決の見通しをもたせる。 

展  

開  

 

30 

分 

４ 自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（３）問題の答えを確かめ，まとめにつなげ

る。 

・三角形の面積を求めるのに必要なものは底

辺と高さであることを確認する。 

・どの考えも÷２をしていることを確認す

る。 

 

 

 

 

・話形のプリントを使用し，自分の考えを筋道立て

て説明できるようにまとめさせる。 

 

・同内容の考えでペアを作り，それぞれの考えを説

明し，考えを明確化させる。 

・異内容の考えの小グループを作り，それぞれの考

えを説明し，考えの共有化を図る。 

・様々な考えを説明させる。 

 

 

 

 

 

 

◇三角形の構成要素や性質に着目し，既習の面積

の求め方を基にして，図や式を用いて面積の求

め方を考えることができる。【思・判・表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・問題の答えや解き方を確かめながら課題解決に必

要なことを整理する。 

 

 

 

 

○課三角形の面積はどのようにして求め

ればよいのだろう。 

○問三角形 ABC の面積は何㎠ですか。 

【対話後の児童の思考】 
・既習の求積できる図形に形を変えている。 

・どの方法も底辺と高さをかけ，２でわってい

る。 

 

【自力解決での児童の思考】  

・合同な三角形をもう一つ加えて平行四

辺形にし２で割る。 

・分割して合同な三角形を加え，面積を

２倍にして長方形に変形し，２で割る

る。 

・半分の高さで辺ＢＣと平行に切って移

動させ平行四辺形に変える。 

・辺ＢＣを半分の３cmに切って移動させ

ると，既習の図形に変形する。 

５ 集団解決をする。 

（１）小グループ 

・同じ考えのペアで求積方法を確かめ合

う。 

・違う考えのペア同士で，それぞれの求積

方法を説明し比較する。 

 

（２）全体 

・様々な求積方法を確かめ合い，共通点を

考える。 

焦点化するための発問 

比較を促すための発問 

【教師の意図的な関わり】 



 

終 

末 

 

 

７

分 

６ 学習を整理してまとめる。 

 

 
 

 

７ 適用問題に取り組む。 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習を振り返り，児童の言葉でまとめさせ

る。 

（４）板書計画 

 

○ま三角形は長方形や平行四辺形に形を 

変えれば，面積を求めることができ
る。 


